
 
 

カーボンニュートラルに寄与する 

道路緑化マネジメントに関する研究 

Study on road greening management contributing to carbon neutrality. 

（研究期間 令和６年度～令和７年度） 

社会資本マネジメント研究センター 緑化生態研究室 室 長 飯塚 康雄 

Research Center for Infrastructure Management  Head IIZUKA Yasuo 

Landscape and Ecology Division 交流研究員 森岡 千恵 

 Guest Research Engineer MORIOKA Chie 

 

The purpose of this study is to establish road greening methods that contribute to carbon neutrality. This year, the 

author organized basic information on road planting trees through literature and case studies, collected and analyzed 

methods for preparing planting bases suitable for the shapes and growth characteristics of trees, and organized 

case studies on effective utilization methods for plant-derived materials. 

 

［研究目的及び経緯］ 

本研究は、道路緑化において求められる緑化機能や

植栽環境に適合する樹種の選定方法と植栽樹種に適し

た植栽空間や植栽配置の設計方法について検討を行う

とともに、樹木の良好な生育期間を長期化するための

維持管理方法と剪定や更新等で伐採された植物発生材

の有効活用について検討することで、カーボンニュー

トラルに寄与する道路緑化手法をとりまとめることを

目的としている。 

令和 6 年度は、道路緑化に活用可能な樹種の基本情

報と、植栽や維持管理上の留意点について、既存文献

や樹木生産者のヒアリング等により整理した。樹木の

形状や成長特性に適合した植栽基盤の整備方法につい

て、文献や海外の事例等をもとに整理した。植物発生

材の有効活用に関する国内の事例調査を行い、活用方

策・事業化の要点や効果・課題について整理した。 

 

［研究内容］ 

(1)道路緑化に活用可能な樹種の把握 

道路緑化に活用される樹種を対象として樹種ごとの

樹木形状、成長特性、樹種特性に関する図鑑や街路樹

植栽の指針、論文等の情報を収集・整理し、一覧表と

して整理した。上記に加え、近年に品種改良されてい

る高木についても、樹木生産者へのヒアリング等によ

り成長特性を把握して整理対象とした。これらの樹種

については、樹種ごとに特徴の解説や樹木写真、道路

空間における活用方法を加え「道路緑化木の活用ガイ

ドシート」としてとりまとめた。 

(2) 樹木の成長特性に適合した植栽基盤の検討 

道路空間内の植栽地において、植栽する樹木の樹高

区分（樹高 15m 以上、10～15m、5～10m の 3 段階）に

適合した植栽基盤の整備方法（深さ・容量）につい

て、街路樹の健全育成に配慮した海外での整備事例よ

り得られた植栽基盤の深さと容量を整理した。 

(3)植物発生材の有効活用に関する事例調査 

街路樹等から発生する剪定枝や伐採木等の有効活用

を行った事例について、道路管理者や事業者へのヒア

リングにより、有効活用の具体的な内容や事業化の要

点、効果や課題等をとりまとめた。 

 

［研究成果］ 

(1)道路緑化に活用可能な樹種の把握 

 対象樹種は、国総研資料「わが国の街路樹Ⅸ」に掲

載されている 208 樹種（高木 102 樹種、中木 31 樹

種、低木 58 樹種、つる植物７種、地被類 8 種、笹竹

類 2 種）とした。さらに、品種改良樹種として、近年

利用されている樹種や将来的な利用が想定される樹種

を 33 樹種追加した。これらの樹種について、文献等

から表-1 に示すような基本情報を収集・整理した。 

次に、対象樹種の道路空間における大きさや道路空

間との適合性、緑化機能や成長に伴い懸念される交通

への支障等について、既往研究等より得られた対象木

の基本情報や評価基準をもとに設定した。 

これらを「道路緑化木の活用ガイドシート」（図-

1）としてとりまとめた。 

表-1 樹種特性の整理項目および整理方法一覧 

区分 整理項目 整理方法 

樹木

形状 

樹木形状

タイプ 

円錐形・卵円形・球形・盃形・枝垂

形・ヤシ形 

成長

特性 

樹高(m)、枝張り(m)、胸高周(cm)、根元周(cm) 

樹種

特性 

花・実・

葉・幹 

鑑賞対象となりえる開花・結実・紅葉

の時期や特徴的な色・形状、樹皮の剥

離等 

特性 樹木特性（枝の密度や性状、幹の性

状、つる植物の伸長特性、生育に適す

る気候や土壌 pH 等 

根 根系型 

腐朽・落枝のしやすさ 

アレルゲン物質 

農作物に影響を及ぼす病原菌等 

環境耐性 

気候区分(自然分布) 

気候区分(植栽可能地域) 

外来種 配慮の必要性の有無 

病虫

害 

病虫害の

種類 

枯死等に至る強い病害虫等が発生する

樹種 



 

 

図-1 道路緑化木の活用ガイドシート（例：イチョウ） 

 

表-2 海外事例における植栽基盤の深さ及び容量の記述 

文献名,発行年 
深さ 

(cm) 

容量（㎥） 

樹高 

15m 以上 

樹高 

10～15m 

樹高 

5～10m 
Green Infrastructure 
Design Standards（ｱﾒﾘ
ｶ・ﾜｼﾝﾄﾝ DC, 2014) 

110 42 28 約 17 

STREET DESIGN MANUAL 

CITY OF DALLAS（ｱﾒﾘｶ・

ﾀﾞﾗｽ,2019） 

90 25.5 10.2 2.7 

Design and Construction 
Landscaping（ｶﾅﾀﾞ・ｴﾄﾞ
ﾓﾝﾄﾝ, 2017） 

― ― 17 11 

Strassenbaumkonzept 
Leipzig 2030（ﾄﾞｲﾂ・ﾗｲ
ﾌﾟﾂｲﾋ, 2019） 

60 16 

Street Tree Management 
in Barcelona（ｽﾍﾟｲﾝ・ﾊﾞ
ﾙｾﾛﾅ, 2011） 

100 約 1.5 約 1 約 1 

STANDARD DESIGNS AND 
GUIDELINES FOR GREEN 
INFRASTRUCTURE 
PRACTICES（ｱﾒﾘｶ・ﾆｭｰﾖ
ｰｸ, 2022） 

120 ― ― ― 

Plant beds in Stockholm 
city（ｽｳｴｰﾃﾞﾝ・ｽﾄｯｸﾎﾙ
ﾑ, 2017） 

― 15 

Trees and Sidewalks 
Operations Plan（ｱﾒﾘ
ｶ・ｼｱﾄﾙ, 2015） 

― 42.5 28.3 17.0 

Street Tree Planting 
Design Manual（ｵｰｽﾄﾗ
ﾘｱ・ﾕｰｻｳｽｳｴｰﾙｽﾞ州, 
2021） 

60～ 
100 

(中央値 80) 

― ― ― 

UP BY ROOT：Healthy Soils 

and Trees in the Built 

Environmen（ISA, 2008） 

90 34.0 22.6 11.3 

事例の平均 96 26.8 17.3 11.4 

(2)樹木の成長特性に適合した植栽基盤の検討 

海外事例に示される必要な植栽基盤深さは、樹高の

区別を設けずに平均で 96cmであった。植栽基盤容量

は平均で、樹高 15m 以上で 26.8m3、樹高 10～15m で

17.3m3、樹高 5～10m で 11.4m3の値を得た（表-2）。 

(3) 植物発生材の有効活用に関する事例調査 

国内の 10 事例より得られた植物発生材の有効活用

例としては、｢木工製品｣、｢燃料｣、｢土壌改良材｣、

｢マルチング材｣、｢木材の配布・売却｣がみられた。こ

れらの製造手順、事業化の要点、効果、課題を事業段

階（試行・運用・単発）と合わせて、表-3 に示すよ

うにとりまとめた。 

 

表-3 植物発生材の有効活用事例 

木工製品 （試行段階） 

事例概要 
伐採した街路樹を家具メーカ
が家具や木工製品に加工する 

製造手順 伐採→乾燥→製材→製品化→販売 

事業化の要点 
家具メーカーとの連携、製品 
の強度試験 

効  果 
廃棄物削減、アップサイクル 
の推進 

課  題 市場販路の拡大、製品の安定供給 
燃料 （運用段階） 

事例概要 
剪定枝をチップ化し、バイオマス発電の燃料と
して利用する 

製造手順 剪定→チップ化→発電所へ搬入→燃焼→発電 
事業化の要点 発生材の安定供給、発電・チップ化施設の確保 
効  果 CO2削減、再生可能エネルギーの利用 
課  題 季節変動による供給の不安定さ、品質の安定化 
土壌改良材 （運用段階） 

事例概要 
剪定枝をチップ化したうえで発 
酵させ、堆肥や土壌改良材とし 
て利用する 

製造手順 
剪定→チップ化→発酵→堆肥化 
→販売 

事業化の要点 販路の拡大、品質管理 

効  果 
化学肥料の削減、環境に優しい 
農業の推進 

課  題 季節変動による供給の不安定さ、堆肥の需要減少 
マルチング材 （運用段階） 

事例概要 
剪定枝をチップ化し、マル 
チング材として利用する 

製造手順 剪定→チップ化→販売 
事業化の要点 発生材の安定供給、品質管理 

効  果 
雑草抑制、土壌保護等環境保 
全への貢献 

課  題 供給と需要のバランス調整、品質の安定化 
木材の配布・売却 （単発） 

事例概要 
伐採した街路樹を有償または 
無償で配布 

製造手順 
伐採→広報→申し込み→配布 
・売却 

事業化の要点 
廃棄物として扱わないための 
法的整理 

効  果 処分費の削減、市民の薪購入負担の軽減 
課  題 配布条件の明確化、広報の徹底 

 

［成果の活用］ 

本結果は、今後とりまとめ予定の道路緑化マネジメ

ント手法に関する技術資料に活用する。 


